
市民講座 第６回
最新の医学・医療カンファランス

問合せ先
和歌山県立医科大学 生涯研修センター

（電話）073－441－0789

本講座は、一般の方に最新の医学・医療情報等を提供し、教養を

深め、健康や治療に役立てていただくことを大きな目的として開催
しています。医学・医療に関する専門的知識は必要ないので、興味
のある方は、ご覧ください！

「細胞生物学から見た難病発症機構」

開催日時：令和５年１０月１２日(木)１４時～１６時

開催場所：和歌山県立医科大学 紀三井寺キャンパス
図書館棟３階研修室

１４時～

１５時～

「クスリの正しい使い方と間違った使い方
：医療用麻薬について」

本学 医学部 難病発症機構研究部 齋藤 伸一郎 教授
さいとう しんいちろう

本学 薬学部 病院薬学研究室 中川 貴之 教授
なかがわ たかゆき

申込み方法 令和５年９月２１日(木)までに以下のいずれかの方法で
お申し込みください。先着３０名。

■ 電 話 ０７３－４４１－０７８９

■ メール ➀ 以下のURLのページ下部にある申し込み用紙のデータを

ダウンロードして必要事項を入力してください。

② 必要事項を入力した申し込み用紙のデータを添付して、

以下のメールアドレス宛てに送付してください。

https://www.wakayama-med.ac.jp/shisetsu/life/index.html                              

life@wakayama-med.ac.jp

■ FAX ０７３－４４１－０７13

成人の全細胞数はおよそ37兆2000億と言われています。細胞は様々な専門性のある働きを持ち、協調して生命
体を維持しています。その細胞内にはミトコンドリアなどの細胞内小器官があります。それぞれの細胞内小器官
ではエネルギーや蛋白質などを作り出したり、必要なものを必要な場所に輸送したり、古くなったものを処分し
たりしています。健康でいるためにはこれら細胞内小器官がきちんと働いていなければなりません。今回は細胞
内小器官の異常が原因と考えられている自己免疫疾患やアルツハイマー病などについてお話いたします。

クスリは、様々な疾患に立ち向かうための強力な味方になる反面、どんなクスリでも必ずと言っていいほど副作
用などのリスクがあります。正しく使っている分には安全で問題になることはほぼありませんが、使い方を間違
うとその麻薬性が牙を剥くこともあります。今回の講演では、クスリの間違った使い方として最近の薬物乱用の
動向から、医療用麻薬の重要性、必要性、また、正しい使い方まで分かりやすくお話ししようと思います。


